
　

安
倍
内
閣
が
本
格

的
に
動
き
出
し
た
。

大
胆
な
金
融
緩
和
と

機
動
的
な
財
政
出

動
・
成
長
戦
略
を
謳

う〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞

で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
を
掲
げ
、
円
相
場

や
株
式
市
場
に
効
果
的
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

お
札
を
増
刷
し
物
価
を
上
昇
さ
せ
、

企
業
の
フ
ト
コ
ロ
を
潤
す
こ
と
に

よ
り
給
料
も
上
が
り
物
も
売
れ
、

そ
れ
で
企
業
が
更
に
潤
い
、
給
料

も
上
が
っ
て
購
買
力
が
増
す
と
い

う
循
環
で
経
済
成
長
を
図
る
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
先
に
は
バ
ラ
色
の

世
界
が
待
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持

に
さ
せ
ら
れ
る
▼
13
兆
１
千
億
円

の
補
正
予
算
の
う
ち
、
そ
の
半
分

近
く
は
公
共
事
業
に
回
る
見
通
し

だ
。
こ
れ
で
恩
恵
を
受
け
る
の
は

大
手
の
素
材
産
業
や
建
設
産
業
で
、

個
人
消
費
を
中
心
に
し
た
経
済
政

策
と
は
程
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
国
債
の
発

行
も
52
兆
円
と
言
わ
れ
、
借
金
は

ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
そ
し
て
財
源
確
保
の
た
め

に
無
駄
を
省
く
と
い
い
、
槍
玉
に

あ
げ
ら
れ
る
の
は
国
民
の
安
心
に

か
か
わ
る
分
野
で
あ
る
。
生
活
保

護
や
年
金
の
切
り
下
げ
な
ど
弱
い

と
こ
ろ
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
と
い

う
こ
と
だ
▼
連
合
の
会
長
と
経
団

連
の
会
長
が
会
談
し
、
全
労
働
者

の
処
遇
改
善
と
定
期
昇
給
の
維
持

を
図
り
た
い
労
働
側
に
対
し
、
雇

用
を
前
面
に
出
し
、
定
期
昇
給
も

聖
域
で
は
な
い
と
い
う
経
営
側
と

の
闘
い
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
社
会

保
障
の
改
悪
、
生
活
不
安
の
増
大

と
い
う
情
勢
下
、
賃
上
げ
に
よ
り

国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

重
要
な
春
闘
で
あ
り
、
震
災
か
ら

の
復
興
・
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
教
育
・

憲
法
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
と
も

結
び
つ
い
た
闘
い
で
あ
る
▼
甘
言

に
は
釣
ら
れ
ま
い
。
安
倍
総
理
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
憲
法
改
正
だ
。

そ
ん
な
こ
と
を
許
さ
な
い
た
め
に

も
今
春
闘
を
勝
利
し
、
次
の
闘
い

に
つ
な
げ
た
い
（
髭
）

　

各支部組織強化・拡大
分 会 代 表 者 会 議

◇
本
部
・
東
日
本
本
部
か
ら
現
状
報
告
◇

「盛岡支部会場・岩手労働福祉会館」

▽
２
月
16
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
組
織
拡
大
対
策
会
議

▽
２
月
16
日
（
花
巻
）

　

木
村
幸
弘
「
新
春
祝
賀
会
」

▽
２
月
17
日
（
盛
岡
）

　

交
運
共
済
生
協
担
当
者
会
議

▽
２
月
17
日
（
盛
岡
）

　

第
24
回
地
方
工
務
協
議
会
定
期

　

委
員
会

▽
２
月
22
日
（
盛
岡
）

　

地
方
運
輸
協
議
会
３
分
科
交
流

　

会
▽
２
月
23
日
（
盛
岡
）

　

第
１
２
３
回
拡
大
地
方
委
員
会

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」
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




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

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最
初
に
齋
藤
地
方
本
部
委
員
長

か
ら
、
「
地
本
組
織
も
１
千
名
を

保
っ
て
い
る
が
、
組
織
拡
大
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
会
社
と

の
一
括
和
解
以
降
の
職
場
状
況
は

一
時
期
の
も
の
で
は
な
い
。
国
労

　

東
日
本
本
部
は
１
月
27
日
、
東

京
都
・
交
通
ビ
ル
３
階
に
お
い
て

「
各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長

会
議
」
を
開
催
し
た
。
各
地

方
・
地
区
本
部
の
組
織
部
長
を
は

じ
め
、
関
東
貨
物
協
議
会
、
東
北

貨
物
協
議
会
代
表
を
含
め
て
18
人

が
出
席
。
地
方
本
部
か
ら
は
菊
池

組
織
部
長
が
出
席
し
た
。

　

矢
部
法
対
部
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
東
日
本
本
部
執
行
部
を
代
表

し
て
佐
藤
執
行
副
委
員
長
が
「
定

期
大
会
以
降
毎
月
の
拡
大
も
、
組

織
の
展
望
確
立
に
向
け
て
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
改
め

て
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
武
田
組
織
部
長
が
新
採

組
織
化
に
向
け
た
当
面
す
る
取
り

組
み
を
提
起
。
そ
の
中
で
は
、
①

職
場
に
よ
り
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

国
労
が
求
め
な
い
と
動
き
は
な
い
。

会
社
、
他
労
組
の
変
化
を
認
識
し

た
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
②
何

よ
り
も
動
く
こ
と
が
分
会
活
動
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
か
ら
始

め
よ
う
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
の
議
論
で
は
「
情
報
を

共
有
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
営

業
と
車
掌
が
合
同
で
加
入
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
る
」
「
職
場
の
問

題
点
を
要
求
化
し
、
現
場
で
の
取

り
組
み
を
強
め
る
中
で
国
労
の
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
」
な
ど
が
報
告

さ
れ
る
一
方
で
、
組
合
員
が
点
在

す
る
中
で
集
ま
る
場
作
り
を
重
視

し
て
い
き
た
い
と
の
率
直
な
悩
み

も
出
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
本
部
指
令
の
具
現
化

に
向
け
て
東
日
本
本
部
と
し
て
三

つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
と
同
時

に
、
新
採
配
属
に
あ
た
っ
て
①
組

合
説
明
会
や
現
場
長
要
請
の
実
施

②
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
是
正
の
深
度

化
な
ど
、
会
社
の
変
化
を
活
か
し

て
い
く
③
運
動
交
流
の
強
化
を
確

認
し
、
終
了
し
た
。

組
合
員
の
昇
進
試
験
合
格
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。
今
、
平
成
採

用
社
員
が
職
場
の
軸
と
な
り
つ
つ

あ
る
状
況
で
東
労
組
は
今
ど
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
見
る
必
要

が
あ
る
。
東
労
組
の
脱
退
者
へ
の

対
応
も
浦
和
電
車
区
事
件
以
降
は

個
人
へ
の
締
め
付
け
は
見
ら
れ
な

い
。
組
織
拡
大
へ
向
け
て
何
が
何

で
も
進
む
し
か
な
い
」
と
挨
拶
が

さ
れ
た
。

　

続
い
て
オ
ル
グ
で
来
盛
の
真
子

俊
久
中
央
本
部
書
記
長
か
ら
第
82

回
定
期
全
国
大
会
ま
で
に
１
千
名

の
組
織
拡
大
を
目
指
す
と
い
う

「
組
織
拡
大
・
全
国
統
一
行
動
」

に
つ
い
て
の
説
明
と
、
「
組
織
拡

大
は
す
ぐ
に
結
果
の
出
る
も
の
で

は
な
い
が
19
歳
や
25
歳
の
国
労
加

入
を
み
る
と
勇
気
を
も
っ
て
声
を

か
け
て
い
る
。
全
機
関
・
全
組
合

員
が
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
皆
で
と
い
う
意
識
付
け
が
必

要
。
や
れ
ば
課
題
も
見
え
て
く
る
。

反
省
か
ら
次
の
行
動
へ
集
ま
る
場

を
作
る
。
そ
し
て
、
弱
者
の
視
点

に
立
ち
、
仕
事
を
通
じ
て
問
題
の

解
決
を
国
労
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
職
場
の
組
合
員
に
見
え

る
、
あ
た
り
前
の
分
会
活
動
か
ら

組
織
拡
大
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
提

起
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
高
野
苗
実
東
日
本
本

部
委
員
長
か
ら
は
、
「
労
働
条
件

に
関
す
る
労
働
協
約
の
締
結
で
、

他
労
組
と
同
じ
立
ち
位
置
を
得
た
。

不
公
平
感
の
払
拭
、
健
全
な
労
使

関
係
の
確
立
を
目
指
し
、
さ
ら
に

は
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
協
約
の
締

結
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
今
日
の

会
議
を
機
に
組
織
拡
大
に
あ
た
っ

て
は
即
加
入
と
な
ら
な
く
と
も
、

他
労
組
の
『
脱
退
し
た
い
人
の
手

伝
い
』
を
積
極
的
に
行
い
、
職
場

の
中
心
に
座
り
な
が
ら
将
来
展
望

を
拓
く
た
め
若
い
人
を
迎
え
る
た

め
の
総
決
起
の
場
と
し
て
ほ
し

い
」
と
提
起
が
あ
っ
た
。

　

職
場
で
の
取
り
組
み
状
況
の
報

告
で
は
、
他
労
組
若
手
社
員
と
の

職
場
で
の
接
点
作
り
の
現
状
や
他

労
組
の
動
き
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

「
垣
根
の
な
い
風
通
し
の
よ
い
職

場
を
作
り
、
職
場
の
中
心
軸
と
し

て
仕
事
を
通
じ
て
国
労
の
姿
を
見

せ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

他
労
組
組
合
員
の
信
頼
を
得
る
中

で
、
組
織
拡
大
へ
結
び
付
け
て
い

こ
う
」
と
全
体
で
意
思
統
一
し
会

議
を
終
え
た
。

　

会
社
の
特
定
組
合
と
の
変
化
も

あ
る
。
現
段
階
で
飲
み
会
や
レ
ク

を
通
じ
加
入
用
紙
を
渡
し
て
い
る

分
会
、
用
紙
を
渡
そ
う
と
し
て
い

る
分
会
も
あ
る
。
今
後
一
層
、
組

織
拡
大
行
動
を
全
組
合
員
で
取
り

組
め
る
よ
う
分
会
・
支
部
・
地
本

の
連
絡
を
密
に
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

◇

　

支
部
組
織
部
長　

菅
原　

高
明

　

１
月
18
日
、
国
労
青
森

支
部
２
階
で
青
森
駅
連
分

会
の
旗
開
き
が
15
人
参
加

で
開
催
さ
れ
、
１
月
13
日

に
国
労
に
加
入
し
た
木
村

新
吾
さ
ん
も
参
加
し
新
年

の
活
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

席
上
で
青
森
支
部
佐
々
木

書
記
長
か
ら
木
村
さ
ん
に

国
労
バ
ッ
チ
と
国
労
手
帳

が
手
渡
さ
れ
た
。
分
会
主

催
に
よ
る
木
村
さ
ん
の
加

入
歓
迎
会
は
２
月
８
日
に

あ
ら
た
め
て
開
催
さ
れ
る

予
定
。

　

青
森
支
部
と
し
て
も
、
組
織
拡

大
対
策
会
議
を
こ
の
間
５
回
開
催

し
て
、
組
織
拡
大
の
意
義
や
課
題

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
積

み
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
本
部
や
東
日
本
本
部
を
迎
え

て
の
会
議
は
初
め
て
で
あ
り
、
参

加
者
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

は
か
ら
ず
も
こ
の
日
、
青
森
駅

連
合
分
会
で
木
村
新
吾
さ
ん
を
組

織
拡
大
し
た
こ
と
も
あ
り
、
青
森

支
部
と
し
て
は
最
高
の
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
の
会
議
と
な
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
青
森
駅
連
合

分
会
の
小
原
分
会
長
が
木
村
さ
ん

の
組
織
拡
大
の
報
告
と
分
会
と
し

て
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
発

言
し
、
続
い
て
八
戸
工
務
分
会
と

青
森
貨
物
分
会
の
代
表
者
か
ら
も

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
の
報
告
が

さ
れ
た
。

　

な
か
な
か
結
果
に
結
び
つ
く
ま

で
が
大
変
な
組
織
拡
大
で
あ
る
が
、

何
も
し
な
け
れ
ば
拡
大
で
き
な
い

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
、
拡
大
を

勝
ち
取
っ
た
組
織
は
、
そ
の
た
び

に
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に
自
信

と
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

今
年
も
支
部
内
で
具
体
的
に
何
か

を
取
り
組
も
う
と
い
う
意
思
統
一

を
図
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　
　

支
部
書
記
長　

佐
々
木
政
志

＝＝挨拶に立つ木村新吾さん＝＝

全
組
合
員
参
加
で
拡
大
行
動
の
展
開
を

連
絡
を
密
に
し
て
行
動
を
展
開
す
る

＝＝
盛
岡
支
部
60
人
が
参
加
＝＝

新
採
配
属
時
の
取
り
組
み
も
意
思
統
一

「
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
」（
東
日
本
本
部
）

青
森
駅
連
合
分
会
か
ら
拡
大
報
告

＝＝
青
森
支
部
42
人
が
参
加
＝＝

木
村 

新
吾
（
50
歳
）さ
ん

新
年
１
月
13
日（
青
森
駅
）

国
労
加
入

真子本部書記長

高野東日本本部委員長

　

地
方
本
部
は
、
１
月
12
日
（
土
）
に
盛
岡
支
部
（
60
人
参
加
・
岩
手
労
働
福
祉
会
館
）
、
翌
13
日
に

青
森
支
部
（
42
人
参
加
・
青
森
県
労
働
福
祉
会
館
）
で
「
各
支
部
組
織
強
化
・
拡
大
分
会
代
表
者
会

議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
に
は
、
真
子
本
部
書
記
長
、
高
野
東
日
本
本
部
委
員
長
も
参
加
し
全
国
、
東

日
本
本
部
内
の
現
状
や
取
り
組
み
の
報
告
も
行
わ
れ
、
第
81
回
全
国
大
会
で
確
認
し
た
全
組
合
員
参
加

の
拡
大
統
一
行
動
の
展
開
を
意
思
統
一
し
た
。
青
森
支
部
会
議
で
は
、
13
日
付
け
で
青
森
駅
の
木
村
新

吾
（
青
森
駅
・
50
歳
）
さ
ん
が
国
労
加
入
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。
（
青
森
支
部
会
議
で
の
、
地

本
・
本
部
・
東
日
本
本
部
の
発
言
は
盛
岡
支
部
会
議
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
紙
面
上
割
愛
）

　

両
支
部
と
も
会
議
後
の
午
後
に
は
例
年
開
催
し
て
い
る
旗
開
き
が
来
賓
の
方
々
も
参
加
し
開
催
さ
れ
、

今
年
１
年
の
奮
闘
を
誓
い
親
睦
を
深
め
た
。















































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仲
間
を
増
や
し
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

仲
間
を
増
や
し
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

＝＝
組
織
拡
大
・
13
春
闘
の
闘
い
に
全
力
＝＝

＝＝
組
織
拡
大
・
13
春
闘
の
闘
い
に
全
力
＝＝

「盛岡の取り組み、要請を発言」
佐々木政志委員（青森運転分会）

　

「
国
労
の
最
重
要
課
題
は
組
織

強
化
・
拡
大
で
あ
る
。
明
る
く
働

き
や
す
い
職
場
、
誇
り
を
持
っ
て

働
け
る
職
場
を
作
ろ
う
と
多
く
の

仲
間
に
呼
び
か
け
よ
う
」
と
訴
え

た
、
石
上
浩
一
中
央
執
行
委
員
長

の
挨
拶
は
、
「
組
織
拡
大
に
打
っ

て
出
る
」
と
の
決
意
を
促
す
、
総

決
起
集
会
を
も
兼
ね
た
中
央
委
員

会
と
な
っ
た
。

　

国
労
第
１
８
３
回
拡
大
中
央
委

委
員
会
は
、
１
月
25
日
東
京
都
・

交
通
ビ
ル
に
於
い
て
委
員
29
人
全

員
の
出
席
を
確
認
、
田
中
副
委
員

長
が
成
立
宣
言
を
し
て
始
め
ら
れ

た
。
議
長
に
前
田
哲
雄
委
員
（
東

京
地
本
）
、
副
議
長
に
中
野
健
二

委
員
（
広
島
地
本
）
を
選
出
し
進

め
ら
れ
、
石
上
委
員
長
は
「
昨

年
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
自
公

に
よ
る
安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
。

私
た
ち
は
二
度
と
戦
争
へ
の
道
に

が
、
住
民
が
求
め

る
鉄
路
で
の
復
旧

に
向
け
政
府
へ
の

要
請
を
求
め
る
」

と
、
加
入
の
背
景

と
被
災
線
区
の
早

期
復
旧
に
向
け
て

政
策
課
題
と
す
る

こ
と
を
求
め
て
発

言
し
た
。

　

発
言
を
受
け
て
真
子
書
記
長
は

①
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
仲
間
を

増
や
し
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

築
こ
う
②
２
０
１
３
年
春
闘
に
つ

い
て
、
５
０
０
０
円
の
獲
得
に
向

け
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
も
含
め

て
奮
闘
す
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ

い
て
は
中
央
戦
術
委
員
会
の
議
論

を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
③
三
島
・

貨
物
問
題
の
闘
い
④
労
働
条
件
・

安
全
問
題
の
闘
い
⑤
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
闘
い
、
に
つ
い
て
集

約
し
、
当
面
す
る
運
動
方
針
案
は

集
約
を
含
め
て
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
石
上
委
員
長
の
音
頭
で

「
組
織
拡
大
前
進
・
２
０
１
３
年

春
闘
勝
利
」
に
向
け
て
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
で
拡
大
委
員
会
を
終

え
た
。

　

第
１
２
３
回
拡
大
地
方
委
員
会

が
、
２
月
23
日
（
土
）
に
岩
手
労

働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

拡
大
委
員
会
で
は
、
１
月
25
日

の
第
１
８
３
回
拡
大
中
央
委
員
会
、

２
月
８
日
の
第
30
回
東
日
本
本
部

拡
大
委
員
会
の
方
針
決
定
を
受
け
、

組
織
拡
大
や
労
働
条
件
改
善
、
２

０
１
３
春
闘
な
ど
の
取
り
組
み
が

議
論
さ
れ
る
。

　

２
０
１
２
年
度
の
地
方
委
員
14

人
は
下
記
の
通
り
。
な
お
、
拡
大

委
員
会
に
は
特
別
委
員
と
し
て
支

部
・
地
区
協
議
会
・
職
能
別
協
議

会
代
表
各
１
人
と
各
分
会
代
表
者

が
参
加
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

【
盛
岡
支
部
】
９
人

松
島　

義
文
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

岩
脇　
　

勇
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

荒
矢　

美
登
（
盛
岡
施
設
分
会
）

組
木　

勝
則
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

佐
藤　

弦
悦
（
一
戸
地
域
分
会
）

照
井　

幸
男
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

畠
山　
　

孝
（
北
上
工
務
分
会
）

千
葉　

博
季
（
一
関
工
務
分
会
）

小
沢
万
寿
男
（
釜
石
地
域
分
会
）

【
青
森
支
部
】
５
人

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

奈
良
岡　

勝
（
青
森
施
設
分
会
）

田
村　

公
治
（
青
森
貨
物
分
会
）

岩
崎　
　

毅
（
大
湊
地
域
分
会
）

笹
山　

賀
庸
（
八
戸
工
務
分
会
）

　

１
月
26
日
（
土
）
東
京
・
東
京

地
方
本
部
会
館
に
お
い
て
、
第
25

回
東
日
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
岸
副
議
長
（
高

崎
）
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
委
員

会
議
長
に
佐
々
木
委
員
（
横
浜
）

を
選
出
し
た
後
、
東
日
本
本
部
松

井
書
記
長
か
ら
「
組
織
拡
大
全
国

統
一
行
動
」
の
取
り
組
み
・
春
闘

と
２
０
１
３
年
問
題
・
労
働
協
約

改
善
の
闘
い
の
報
告
と
、
更
な
る

組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
を
要
請

す
る
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
東
日
本
電
気
協
議
会
中

沢
議
長
（
東
京
）
が
「
設
備
・
電

気
部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
改
善
」
が
提
案
実
施
さ
れ
２

年
が
経
過
し
、
職
場
実
態
の
検
証

の
取
り
組
み
が
大
切
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
首
都
圏
を
中
心

に
輸
送
障
害
や
設
備
事
故
が
後
を

絶
た
ず
、
待
避
遅
延
や
線
閉
誤
り

と
い
っ
た
あ
わ
や
大
事
故
に
繋
が

る
事
象
が
多
く
発
生
し
て
い
る

『
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
』
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
合
わ
せ
て
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
飯
山
線
・
大
根
原
踏
切
事
故

対
策
の
問
題
は
、
関
係
す
る
職
協

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
経
過

報
告
・
活
動
方
針
の
提
案
等
を
受

け
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
多
く
の
委
員
よ
り
、

組
織
拡
大
・
技
術
継
承
の
取
り
組

み
と
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
ほ
か
、
「
大
根
原
踏
切
事
故
対

策
に
よ
る
列
車
抑
止
に
時
間
が
か

か
り
交
通
渋
滞
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
団
交
を
行
う
」
「
風
速
計
故

障
時
、
本
社
提
案
と
違
う
対
応
を

さ
せ
ら
れ
た
」
「
新
幹
線
の
分
岐

器
で
の
境
界
作
業
が
変
更
さ
れ

た
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

中
沢
議
長
の
「
職
場
交
流
集
会
の

開
催
」
「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

保
」
「
職
場
の
労
働
条
件
改
善
の

　

地
方
本
部
は
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
立
と
労
働
条
件
改
善
に
向

け
た
意
思
統
一
の
場
と
し
て
、
12

月
22
日
に
第
１
回
「
地
方
本
部
交

渉
委
員
・
職
協
代
表
者
合
同
会

議
」
を
国
労
会
館
で
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
地
本
執
行
部
並
び
に

交
渉
委
員
、
各
職
協
代
表
の
合
計

19
人
が
出
席
。
齋
藤
執
行
委
員
長

を
座
長
に
選
出
し
、
①
冬
期
要
員

実
態
調
査
②
ダ
イ
ヤ
改
正
及
び
効

率
化
事
業
案
等
③
施
策
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
新
幹
線
の
速
度

向
上
で
着
雪
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
切

断
等
の
設
備
面
の
保
守
・
点
検
が

危
惧
さ
れ
課
題
解
決
に
向
け
た
要

求
作
り
を
行
う
、
「
グ
ル
ー
プ
会

社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の

さ
ら
な
る
推
進
」
の
見
直
し
要
求

に
向
け
た
関
係
分
会
交
流
の
実
施
、

職
協
と
し
て
も
様
々
な
取
り
組
み

の
到
達
点
を
組
織
拡
大
と
結
び
付

け
て
具
体
的
目
標
を
持
っ
た
運
動

を
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
等
に
つ

い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
労

働
条
件
改
善
は
一
体
の
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
地
本
・
職
協
間
の
連

携
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

闘
い
」
「
組
織
強
化
・
拡
大
」
に

つ
い
て
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
、
高

橋
（
横
浜
）
新
議
長
を
は
じ
め
新

役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
25
回
職
場
交
流
会

準
備
地
本
の
盛
岡
電
協
美
濃
山
副

議
長
が
、
日
程
の
提
起
と
職
場
実

態
を
突
き
合
わ
せ
問
題
点
の
掘
り

出
し
や
取
組
み
を
学
び
合
う
場
で

あ
る
交
流
会
に
、
多
く
の
仲
間
の

参
加
要
請
を
行
い
、
高
橋
新
議
長

の
団
結
頑
張
ろ
う
で
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

　

地
方
電
気
協
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

浮
中　
　

明

進
ま
せ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
な

課
題
と
な
る
。
２
０
１
３
年
春
闘

は
統
一
賃
上
げ
要
求
５
０
０
０
円

獲
得
に
向
け
奮
闘
す
る
。
最
重
要

課
題
の
組
織
拡
大
は
、
本
部
に
対

策
本
部
を
設
置
し
、
全
国
オ
ル
グ

を
展
開
す
る
中
で
国
労
の
組
織
力

で
奮
闘
す
る
」
な
ど
を
述
べ
挨
拶

し
た
。
次
に
真
子
俊
久
書
記
長
が

当
面
す
る
闘
争
方
針
案
を
提
起
し

討
論
に
入
り
、
14
人
の
委
員
が
各

地
方
の
運
動
な
ど
を
発
言
。

　

盛
岡
地
本
の
佐
々
木
政
志
委
員

は
「
昨
年
６
月
に
続
き
今
年
１
月

に
も
青
森
駅
連
合
分
会
で
拡
大
が

で
き
た
。
当
該
分
会
は
組
合
員
に

分
会
の
姿
が
は
っ
き
り
見
え
る
こ

と
。
分
会
活
動
の
活
性
化
か
ら
拡

大
が
で
き
て
い
る
と
報
告
。
全
体

的
に
は
厳
し
い
実
情
も
あ
る
が
討

論
を
継
続
し
な
が
ら
新
た
な
取
り

組
み
の
具
現
化
を
図
る
。
今
年
の

組
織
拡
大
の
合
言
葉
は
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
で
あ
る
。
被
災
線
区
の
復

旧
は
B
R
T
で
の
仮
復
旧
も
あ
る

第183回拡大中央委員会当面の取り組みを議論
＝＝2月23日に拡大地方委員会開催＝＝

第
25
回
東
日
本
本
部
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

メ
ン
テ
体
制
の
実
施
か
ら
２
年

安
全
・
安
定
輸
送
求
め
検
証
を

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と

労
働
条
件
改
善
を
取
り
組
む

「
地
本
交
渉
委
員
・
職
協
代
表
者
会
議
」

東
京
地
本
会
議
室
で
開
か
れ
た
委
員
会

 2013春闘勝利

日　時　２０１3年３月５日（火）　
　　　　１２時００分～１５時30分

場　所　仙台市民会館 ０２２－２６２－４７２１
 （仙台市青葉区桜ヶ丘公園）

内　容　第１部　東北労働講座
　　　　　　「原発被爆問題」（海渡雄一弁護士）予定

　　　　　　　第２部　春闘勝利総決起集会
　　　　　　（デモ行進・同会場から仙台駅）

＝＝組合員多数の参加を＝＝

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

制
度
発
足
以
来
10
年
を
経
過

し
今
日
ま
で
給
付
件
数
は
88
件

を
超
え
、
給
付
金
も
8
6
0
万

円
ほ
ど
支
払
い
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

給
付
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

か
ら
は
「
付
加
給
付
制
度
」
に

加
入
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
声
を
大
に
し
て
喜
ば
れ
、

互
助
会
と
し
て
生
活
保
障
の
一

躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
3

年
四
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
3
年
4
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
今

年
の
年
末
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
四
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
一
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
0
0
0

円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

  

＝
3
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
３
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

〈掛金徴収〉
　・2013年４月から
〈給付発生〉
　・2013年年末手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2013年４月１日～
　　　　　　2013年９月30日
〈問い合わせ先〉地本互助会
　TEL（ＪＲ）０３３－２２７６
　TEL（ＮＴＴ）０１９－６５２－４８４１

4月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に
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